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１. 研究背景 
静岡県島田市にある「お茶の郷博物館」は、島
田市から静岡市へと委託された。博物館全体の改
修工事が決まり、N 社等がデザインし提案をして
いた。しかし、提案がまとまらず委員会では解決
の糸口がみつからなかったため、急遽静岡文化芸
術大学大学院の寒竹教授に依頼した。このような
きっかけから、お茶の郷博物館に関わるようにな
った。 
 はじめ改修工事の依頼場所は、外観と展望レス
トランのみでしたが、後々中庭、ショップ等に広
がり全体的にデザインした。さらに皇族がいらっ
しゃったときの部屋を追加で依頼された。今回の
修士論文・制作の研究対象は、商業館・展望レス
トランと博物館・展示室である。（提案する現在の
場所） 
 はじめはN社の提案をみて検討し、実際にお茶
の郷博物館に行き現場・現物を確認した。そこか
らお茶、茶室、庭園からの共通点で“小堀遠州”と
いう人物がキーワードになり、調査をした。 
 N 社の提案では、与えられた空間だけしかデザ
インされていなかった。今回の私の提案は、与え
られた空間からまわりとの調和・アプローチ方法
も踏まえ、既存の設備も活かすデザインをする。 
 
2. 研究目的 
魅力あるロケーションと既存設備を最大限活か
すために、１つの空間に捕らわれず、まわりの空
間も考慮したデザインのリノベーションを提案す
る。 
 
 
3. 【現在】展望レストラン 
問題点が６つある。 
①1 階にショップがあり、レストランの階に上が
らず買い物だけして帰ってしまう。②年々客数が
減少している。③レストランの場所がわかりづら
い。④団体の観光客が来ると個人のお客様に入り
づらい印象を与えてしまっている。（実際にお客様
から苦情を受けている。）⑤食事のメニューは工夫
されているが、食事をする空間が社員食堂のよう
で魅力的ではない。⑥レジカウンターが給仕の動
線を阻んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1. 平面図 現在の展望レストラン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図2. 写真 現状の商業館2階・展望レストラン 
 
4. 【提案】カフェレストラン 
これまではレストランだけであったが、1 階に
あったカフェも合わせた『カフェレストラン』を
デザインし、提案する。 
 今までのテーブル配置は、団体客がたくさん座
れるようにというかたちであった。しかし、毎日
全席が埋まるわけでもなく、個人のお客様には、
どこに座ればいいのかわかりにくく居心地が悪い。
そこで、床の濃い色のエリア、平面図からみて真
ん中の楕円形のところを基本カフェエリアにする。
楕円形、真ん中の柱 3本と特定の場所へと導線を
つくることで、不定期的に訪れる個人のお客様も
自然とカフェエリアに導くことができる。 
 まず富士山、茶室（縦目楼）、庭園、中庭と眺め
が良いカフェエリアに誘導し、団体客などの多人
数の場合は、薄い色の床、レストラン用のテーブ
ルとイスへと誘導する。 
 家具は、カフェエリアとレストランエリアで変
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化をもたせる。カフェエリアの家具は、ゆったり
と座れ、張地は全体的に間道のデザインとする。
レストランエリアの家具は、椅子の背面に間道を
使い、すっと立ち並ぶようにする。通常のレスト
ランエリアで団体客が来て席が足りない場合、カ
フェエリアの家具を移動させ、臨機応変に動かせ
るようにする。開放的な空間の確保なため壁など
をつくらず、家具の配置によりカフェとレストラ
ンのエリアを区切る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図3. 平面図 提案のカフェレストラン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図4. 空間図 カフェレストラン 
 
5. 【現在】展示室 
お茶を一服と展示空間になっている。写真のよ
うに、窓がたくさんあり明るい空間である。窓側
にはカウンターテーブルがあり、現在は展示物と
広告のチラシが並べられている。中央には大きな
テーブルがあり、体験用の石臼をひいて抹茶をつ
くることができる。壁には、お茶の郷博物館周辺
の紹介の展示がされている。 
現在皇族がいらっしゃったときの部屋がないため、
この改修工事の機会に部屋を設ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図5. 写真 現状の博物館2階・展示室 
6. 【提案】貴賓室・館長室等 
貴賓室は来客が訪問する際に使用される特別な
部屋である。貴賓室の空間に小堀遠州の“きれいさ
び”を用いてデザインをした。壁に吹き寄せを使用
し、家具のソファには間道を使用する。既存の柱
と柱の間に床板つける。ここでの壁は聚楽壁を使
い、色は濃い目で奥行きを感じさせるようにする。
貴賓室と前室の床は同じ色にすることで統一させ
る。 
前室は貴賓室に入る手前の空間で、お客様への
最初のおもてなしの空間である。壁は全面に吹き
寄せを使用する。壁に吹き寄せを使用することに
より、絵画など飾らなくてもアートな空間となる。 
館長室は仕事場であり、日常的に使う空間なた
め貴賓室・前室と比較するとシンプルなデザイン
とする。貴賓室の家具は、間道を使ったデザイン
とするが、館長室には間道を使用しない。クロー
ゼットと本棚は設置する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図6. 平面図 貴賓室・館長室等 
 
 
 
 
 
 
 
 
図7. 空間図 貴賓室 
 
